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は  じ め  に

魚津市には理蔵文化財の遺跡が非常に多 く, 鶴工晶 も縄文時代早期から歴史

時代に漢多多 く出工 しているお≒ 最近の急激な社会開発の進歩につれて次第 に

破がされつつあ夕ます。

又理蔵女rヒ財が多い割に市民の理解がうす く,埋蔵文化財について礁 Ⅲbを

深めることを目的として魚津市教育委員会が魚津考古学研究会に調 査を委託し

たものであるo

本書の刊行に当り,魚津考古学研究会の山本正魏 奥樹賠 信氏を中心に執筆

鳴 富山県教育委員会文化課主事,橋本正氏の協力を得 た事をとこに記 して謝

意を表 じ董す。
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魚津市埋蔵文化財所在地一覧表

遺 跡 名
魚津通し番号
(当分布図 )

県遺跡地図
通 し番 号 備 考

黒 沢 遺 跡 1 1,080 籠文中一晩  縄皮早―中

桜 峠 建 跡 ■081 県指定

長 引 野 ▲ 遺 跡 も 縄文

長 引 野 B遺 跡 4 縄文・ 中

小 川 寺 観 音 山 遺 跡 5 ■ 08る 鮫 ・ 中

吉 兵 衛 平 遺 跡
`

■ 037 組文 .中

西 の 川 原 遺 跡 1.086 麒 .中

小 川 寺 中 山 遺 跡 8 1,032 細文,晩

天 神 山 遺 跡 , 14034 縄文.中

蛇   田  遺   跡 1    0 1,038 組文中・ 土師

東 尾 崎 遺 跡 1 1 1,091 組文中晩.須意

石 垣 遺 跡 1   2 1,077 縄文中晩。須恵

石 垣 平 遺 跡 1   5
８

９ 縄文中晩.須意

石 垣 新 遺 跡 1   4 1,076 縄文中

本 江 A遺 跡 1   5 1,072 縄文中晩.須意

本  江  B 遺  跡 1   6 4.073 組文

天 王 寺 遺 跡 1   7
，

９

■

１
．

須恵 .土師

湯 上 遺 跡 1  8
4:ど ,

触

宮 津 ▲ 遺 跡 1  ' 1,064 組文宇

宮 津 C遺 跡 2   0 組文中



宮  津  B 遺  跡 2  1 1.863 敵 中

大 光 寺 遺 跡 2   2 1,065 縄文 ,前 .後・ 須意

友 道 ▲ 遺 跡 2  5 鎌

友 道 B逮 跡 2  4 1.071 須恵,土師

友 道  C 遺  跡 2   5 ■ 069 須恵 ,土師

埋 没 林 遺 跡 2   6 1,074 国指定地

鉢 遺 跡 2   7 ■ 047 縄文中 .後

升 方 遺 隊 2  8 1865 縄文前 ,中

早 月 上 野 遺 跡 2   9 1.057 縄文 .中 ,晩須恵

吉 野 遺 跡 3   0 1,OS3 縄文

出 下 遺 跡 5   1 ■ 05, 緻 .中

197こ と る 1.調

備考 :魚津市通 し番号は分帝区及び本文 と一致す。
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魚津市の埋蔵文化財の分布概要

1 魚津市 の地形

魚津市はulH違峰が最も富山湾にせり出す所に位置 し,平野郡は割合少い。市内には北から

南へ順に布翔 II,片只川・角川・早月川の各河
'IIが

流れている。これらの各河川は立山連峰に

源を発し,山地に深い7学谷を刻む。そして平露郡に出て,富 と湾 に注 ぐまでに扇状地形を形

成する。扇状地の中央を加え る河川の両岸には数段の河岸段丘が形成されている。遺跡ほこの

河岸段丘上あるいは河岸段丘がゆる(沖積面に没しようとするあたりに存在する。

2 布施 川段丘 上の遺 跡

るg毒督長憲尿兵ぢ晉〕こ選&壁上を憑0ここ駁三景千島繋毯嵌曇Bξ子七昆盈盈ζこ

悪  諄範 警,

3 片貝川 段丘 上嘘 跡

片只川嵯 岸にも顕著な河津段働 ミみら塩 ここにY16Fを 別にして2段の蜘 が

みら
6乳

下位現丘面は石麟 石垣新.R38盈

ζ,こ翼 手と写をとと写層憂とこ :舎ξみ票って石垣新遺跡がある。またその末端部・ 溺

ある。これより‐段高い段丘面は大海寺野〕大海寺新等をのせる面で,北側はなだらかに沖績
〇

簸軽量発解級鷲艶渾
圭跡・天王寺遺跡がある。

4 早 月川段 丘 上の遺跡

岸蜃E撲影岳せ耳:§ほ姦り垂候兵と二F尋:どこξ辱:こ云堡≧懲種罹fと存遷彊桜景
-1-
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再Iζ子:羞奎査書互再急牟と誤Ftttttζ骨とここ姦:尋,そそ子書

遺 跡  概

黒沢遺 跡 (第 1図 )

位   置

魚津市の北東を流れ る布勉 Hの左岸に形成される河岸段澪卜に位置する。段丘は大まかに

2段みられるがそのうちの下位段 F卜である。黒沢部落の北にある小社の周囲一帝が遺跡で

ある。北を布河 II,東西を小さな浸食谷によって区切られ る舌状台地の基部にあたる。遺物

はかなり広ヽヽ範囲から採集されるが特に社の周囲は著るしい。

O 調査略史

昭和 11年発行の「 越中史前文イロ (早川荘作著 )に ,上偶発見地として登場するから.

勃前から知られている遺跡である。 1'73年にこのあたリー帯にな場整篤事業が行なわれ ,

多数の遺物が散乱しているのが発見され・ 同年 3月 に散乱している遺物の採集が行なわれ為

。 遺 物

紀文式土器一―――前期,中期・後期 (気屋式 ,酒猷 ,は りこぶ文 )晩魂

石   器一一―一打製石斧 ,磨製石斧 .砥石 (石皿 )石銭・ 石錐 ,玉類 ,石刀,石剣。

土偶,塩

。 所   蔵    縛 市教育委員会

2 桜 峠 還 跡 (第 2図 )

。 位  置

長引野部落の南側,な だらかな起伏の続く丘陵上にある。通務桜峠 と呼ばれる所で .御影

部落へ通じる農道の両側に広がる。遺跡のす ぐ北側に湧水がある。遺物の散布範囲はかなり

広く.200れ 以上にもかよぶ。

O 調査略史

遺跡鬱べ発見されたのはかなり古 (3明治時代にさかのほる。戦前には押型文土器が富山県

としてははじめて発見され .学界に報告進れた。戦後昭和35-56年 にかけて学術的発堀

要



調査が行なわれ,数十片の押型文士器 と縄文中鶏の遺構や遺物が発見され為  19む 6年頃

に農道が作られ.遺跡の一部が破壊された。その為道路のカッテ ィングに竪穴住居跡が数価

あらわれて、ヽ る。

。 遺   物

遺物は州 II寺光辞功に保管されている。

縄文式上器 ――一―早期 (桜峠 I式
・同 H式 )中期 (新崎式,上山田式・ 吉府式 ,串田新

式 )。                                ,

石   器――一一打製石斧・ 磨製石斧・ 石鍾・ 凹石・砥石 (石皿 ),石鏃・石鍾・ 玉瀬・

石 槍 。

滑車型耳飾。

C住 居 址

3 長 引野 A遺 跡 (仮称 )(第 5図 )

o位  置

悩峠遺跡から続ぐ・ なだ らかな起伏のある丘陵上 にある。桜鮮遺財の西方約 500航の地

点である。遺物散布個所は離 の北側 と.南側の谷に近い畑のニ ケ所が識 られた。

O 調査略史

1'73年 3月・分布調査によって発見された。

。 遺  物

組薄 雄 器 (H41E)

石器 ――一一石鉄

4 長 引野 B遺 跡 (仮称 )(第 4図 )

o位  置

長引野▲遺跡の西 100確 の地点である。同じ丘陵生 にある。桜峠遺跡から続く農道の曲

り角附近から函防にかけて遠物の散布がみられる。なか,4Laの 剣面 にも遺物がかなり散布

している。

。 調査略史

1975年 5月 に分布調査 にとって発見され猛

。 遺  物

縄文式士瀑―一一―中期 (漸裸武 。その他 )

中…3-



石  器    石鉄

5 小サIi寺観音 山遺 跡 (第 5図 )

。 位  置

布施,ilt岸の高位段丘上にある。小川寺郡落の北側で,千光寺の裏手の建 卜の墓地の付近

である。ブドウ畑となっていたり.表土が厚いなどにより,遺跡の範囲は不明。

O 調査路史

1959年発行の「天神山遺跡調隆報告書」に周辺蛙跡として紹介されている。

O遺  物

縄文式土器

6 吉 兵衛平遺 跡 (第 6図 )

o位  置

小川寺部落の南東の台地上に位置する。天神山 の東 lK確 鋭 点である。現在はゴルフ場

となってかり,遺跡の範囲はあまりよくわからない。

。 調 査略 史

1959年 発行の「 天神山遺跡調査報告書Jに周辺遺跡として紹介されてぃる。それによ

るとっ蘊文前期及び後期のものが出土しているという。

。 遺  物

縄文式土器―一一一―前期 . 後期

7 西 の川 原遺 跡 (第 7図 )

o位  置

苦兵衛平遺跡と谷をはさんで ,西側の台地上にある。現在はゴルフ場になっている。

O 調 査 略史

19む 8年頑分布調査にて発見。

。 遺  物

縄文式土器

石 器 …――一磨製石斧

8 小JII寺中 山遺 跡 (第 3図 )

-4-



。 位  置

天神山の東約 500m。 道路の検の畑地である。遺物 の散布範囲は割り合狭 、ヽ 道路カメ

ティングから遺物が採集されるという。現在はゴルフ場となっている。

o 調 査 略史

1959年 発行 の「天 4LI遺跡調査報舗鉢」に周辺遊跡として紹介されている。それによ

ると縄文後期の土器が出土するという。  ・

。 遺  物

縄文式土器

―

後期 ?  (膵 正敏 )

9 天神 山遺 跡 (第 9図 )

。 位  置

天神山の北東の幅 150π ,長さ 200記程の看状台地の上 に位置す る。台地のほぼ全面

が進跡と思われ る。沖度面 との比高は約 48確 ,切 り立 った崖 となっている。台地南側斜面

には湧水がみられる。現在はプドウ畑となってぃる。

O 調査略 史

この遺跡発見の歴史は古い。江戸末期には遺物の出土が認められ,明治中頃には古代の遺

跡であることが判明した。その後ら当時の著名を考古学者好井下下郎力撚遺跡を訪れ ,調査

を実施 している。邁物のほとんどは旧制魚津中学に保管されていたが・火災により消失 した。

1958年 に富山県教委と魚津市教委により発堀調査が行なわれ,北陸の縄文中期の編年

の標式ともいうべき土器資料が得られ濫

0 遺   物

遺物は小,II寺光学坊に保管されている。

縄文式土器 ―――― 中期 (新崎式 ,上山田武・ 吉用弐・ 串田新式・ 天神山式 )

石 器 ――一打製石斧・ 磨製石斧,石鍾 .凹石 .砥石 .石皿 .石鉄 ,石ヒ.石構 ,石棒 ,

玉類。

滑車型耳飾

。 住 居 址

10 蛇 田遺 跡 (第 10図 )

。 位   置

北側を布施川・南側を片貝川で切られ,天神山の麓より細長くのつ賂 段丘の,布施川に面

-5・―



する段丘崖線上に位置す る。蛇田弾洛に向って細隈 くつき出た.舌状台地のほぼ全域が遺

跡である。墓地 .畑等てあ る。

O調 査略 奥

大正時代から遺跡であることが知 られていた。

。 遺  物

縄文式土器―――中期

石  鶏 ――一打製石斧・磨製石斧,石銘    (奥 村吉信 )

11 東尾 崎遺 跡 (第 11図 )

o位  置

天抑山より細長くのびる段丘の先端部底下である。沖演面よりご(わげかに高いだけであ

る。水田となっている。遺跡の観爾は100れ X50■ に4・ よぶ ものと思われる。

。 調 査 略 史

この造跡が最初に発見されたのはぃつかわからない。昭和 38年前後に佐渡忠作氏 D牧野

氏らによって一部試堀が行なわれ ,「天神山郷と考」に紹介されてぃる。 1968年 ほ場整

備事業が行なわれ,遺跡の一部が破壊され B多数の選物が採集されたが・ 幸い耕作土が厚〈,

遺跡の大部分は残されているようである。

O遺  物

縄文式圭器一――中期 (新崎式 ,上山田式 ,古府式,串田新式,)後期 (気屋式 ,酒見式 D

はりこぷ文 )晩期じ須恵器。

石   器一一一打製石斧 ,磨製石斧・ 石鍾 .四石・ 砥石 (石皿 )石欽・ 石錘 ,土偶 .

土亀

12 石 垣遺 跡 (第 12図 )

o位  置

片員川左岸の低位段丘で最奥部にある。石垣地内の社の周囲から北方にかけて遺跡で。

200記以上ある。現在ti水田となってヽヽる。

。 調査略 史

この進跡の発見は明治時代にさかのぼる。それ以来多くの研究者 ,好事家がうとづれてい

る。近年付近一帯確FHD整備事業が行なわれることとなり,1970～ 71年にわたり事前

の発堀嗣査が行なわれ ,縄支時代の集落跡.中世の寺院跡などが発見され鳩

― も一



。 遺  物

縄文式上器 ………中期 (新崎式 "上山田式 ,吉府式ぃ串田新式 )後期 (気屋式・ 酒見式 .

はりこぶ文)晩期 (勝木原式 ,御睡獄 )籍 。

石   器 一―一打製石斧・ 磨製石斧・ 石鐘・ 四石 D砥石 (石皿 )す り石,石鏃 .五類・

石冠・ 石棒 .石刀

土偶 ,土鍾 .滑車運耳飾

o住 居 址

13 石垣 平遺 跡 (第 13図 )

o位  置

石鍾稿跡の南側・ 高位段 帝卜にある。低位段丘面との比高約 40π 。遺物の散布範囲は .

あまりは っとりしないが・ ニケ所みられ
・ かなり広い と思われる。地目は畑及び水田。

。 調 査略 史

1969年 頃分布調査にて発見

。 遺  物

組文式土器 .須恵器。

14 石 垣 新遺 跡 (第 14醸 )

o位  置

片具
'I隆

岸の低位段 F卜 にある。石垣遺跡の北西約 2.5K舵 の地点である。地 日は水田及

び畑で .遺跡の範囲は不明。

。 調査 略史

19,1年 に分布調査に よって」ginさ れた。

C遺  物

縄文式土器

石  器一一一打石砕・ 石鍾・ 砥石 (奥河菅信 )

15 本 江 A遺 跡 (第 15図 )

o位  置

片貝川佐岸の低位段丘の先端郡 .沖枝面に没しようとするところにある。石垣新遺跡の北

西約 1.5X■ である。遺卵 南側は浅ヽヽ谷となっており・ 魚津市営グランド及び野球場であ

― デー



!る。遺跡ほパッタネット裏倒か ら=塁側斜面上の水田にかけてである。

o 調査 略 史

19b5年 前後に,グ ラン ド設置にともな って駐車場が作られた。その為に遺跡の一部が

破壊され ,遺跡が発見された。

O遺  物

縄文式土器一一―中期,後期 D晩期 (勝不原式 ,下野式 )。 須恵器。

石   器――一打製石斧・磨製石弁 D砥石 (石皿 ),石鏃 ,石鋸 ,玉顔 ぅ石棒。

16 本江 B遺跡 (第 16図 )

。 位  置

本江▲遺跡とは谷 (グ ランド)をはさんで南側の段丘先端部に位置する。遺跡の範囲は狭

いものと思われる。

O 調 査略 史

1968年 に分布調査によって発見された。

。 遺  物

縄文式土器

17 天工 寺遺 跡 (第 17図 )

。 位  置

片貝チIIの左岸 ,河日近 (で ,国鉄北陸本線とgLL地方鉄道練のほぼ中間にある天王寺団随

の南方に位置している。海岸繰より約 500れである。沖積平野の中でわずか に高 ぐなって

いる地点である。

。 調 査 略 史

いつごろ発見されたのかわからな ジヽミ,1968年 に行なわれた魚津市狙監資料展に本遺

跡出上の須意器が出品されている。

。 遺  物

須恵器 D土師器

18 湯上遺 跡  (第 18図 )

o位  置

片貝川左岸の高位震丘の南東部の丘陵・ 西端にある。角川より歩よそ 500■程登った所
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で水田に羽用されている深 (切り込んだ谷の奥に位置する。まわりはすべて山に囲まれて

いるも遺跡の秘閣は loれ X10π程で小さな遺跡である。

o 調査 略史

1971年 に分布調隆で発見されれ

。 遺  物

縄文式土器

石器―一一磨製石斧 ,石欽

(注 )A.B.ニ ケ所あり

19 宮 津 A遺 跡 (19図 )

。 位  置

角

'IIの

右岸・ 支流によって形成された者状台地の先端に位置 し,河口から番よそ 2.5 Kπ

上流。河床との比高は約 352。 宮津郡落の東方斜面を登りきるとらユ面に水田が開け B本

遺跡となっている。遺跡の範囲は 20舵 X40確程である。

。 調 査略 史

1969年 に分布調査によって発見され塩  4972年 に ,ほ揚整備事業の為に破壊 され

ヱ
=。

。 遺  物

縄文式土器一――中期 (新崎式・
山II囲式 )

石   器一―一打製石斧・ 磨製石斧.石鍾 ,砥石 (石皿 )四石,石鈍

20 宮 津 C遺跡 (第 20図 )

o位   置

角

'II右

岸の舌状台地雌にある。宮津 A遺跡とは浅い谷をはさんで北側に位置す る。遺物散

布範囲は約 502X20れ 程である。

。 調 査 略 史

1972年 に分布調査によって発見され .同年に行なわれた,ほ場整備事業 によって破壊

され猛 またその時 ,炉跡が認められ協

o遺  物

縄文式土器―――中期(新崎式,天神山式 ,串田新式 )

石   器――一打製石斧 ,磨製石弁 ,砥石 (石皿 )日石・石棒。
一 ,一



21 宮 津 B遺 跡 (第 21図 )

o位  置

片貝川左岸の高位段丘の面端が角川によって浸鐘 れる段丘崖線上に位置する。角川の河

口より約 2X航 上流の地点である。遺跡の範囲ははっ造り認めることはできないが,約 19

2X10れ 程でヽヽたって小さな遺跡である。

。 調査 略 史

1971年 に分為調査によって発見される。発見当時はすでに ,ほ場整備事業のために・

破壊されてしまった後で,わずかな量の遺物だけによって遺跡が確認できるにすぎない。

o遺  物

組文式止器。

石   器―一―磨製石斧

22 大 光寺遺 跡 (第 22図 )

。 位  置

この選跡もD片貝川左岸の高位段丘の西瑚 境 川によって浸食される段丘崖繰上に位置す

る。宮津墓地公園 とは谷をはさんで北側の台地とである。地日は泳田及び果樹園である。遺

跡の範囲ま100″以上にかよぶ。

o 調 査略 史

1964年 前後に偶然馬高式誼器が一網体堀り出され注目されるようになったのが最初で

ある。 19も b年 3月 と1'67年 3月 に遺跡の一部嬢 堀され .縄文中期土器の好資料と

住居跡 1軒が発見され塩

。 遺  物

縄文式土器―一一講期.中期 (新崎式 .上山田式 .古府式 ,串田新式 )須聴器

石   器 一一一打製石斧ぅ磨製石斧 ,石鍾,四石・砥石 (石m)石鏃 ,石拾。 ,

住 居 址

23友 道 B遺 跡

o位  置

友道主遺跡の東約 200盛 .魚津不′―レーン (ボー リング場 )の あたりである。

o 調 査 賂史

1967年 にボーリング場建設の基礎工事が行なわれた。その際 ,土器が出土し,遺跡で

―‐1 0・―



であることがわか った。

。 遺  物

土師器 D須意器。

24 友 道 c遺跡

o 位   置

友道 B遺跡の北方約 300■ の地点である。人家の庭内であり◆範囲ま不明。

O調 査 略 史

1968年 頃.中学生の知 らせによって知った。

o遺  物

土師醸 ,須聴器

25 友 道 A遺 跡

o位  置

片貝川段ヒの先端部が沖積面に没してしまった ところに位置す る。魚津市立西部中学校グ

ランドの東側 .ノールの周辺である。

O 調 査 略史

かなり

'前
にダールを構築した際.須慮器が出土したという。現在でもプール周辺より時

かり,須慮器片を採凍す ることおて きる。

O遺  物

須恵器

26 埋 没林選 跡

o位  置

魚津市の海岸部 ,魚津港の北方にある。海面下の遺跡である。

。 調査略史

昭和初期 ,魚津港集港にともなう掘墾て・ 多くの埋没淋とともに土器が出上した。

O遺  物

組文難 器一一一一後期 (1ま りこぶ文 )。

27 鉢  遺  跡
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。 位   置

滑

'I備

との境界となってヽ るヽ早月川の河口か ら10K確 上流の右岸河岸段丘上にある。こ

のあたりの河岸段丘は早月川 と山塊との間に細長 (形成されている。遺跡は自倉小学校の背

後の段丘で,最上段にある。地目は水田である。遺物の散布範囲はあまり広 (ゑ さそ うであ

る。

O 調査 略 史

こC遺跡がいつごろ発見されたのかはわからない。

。 遺   物

遺物は自倉ィjヽ学校に少 し保管されてぃる。

縄文式土器

―

中期 (古府式 ,串 田新式 )

石   器――一一打製石斧・ 磨製石斧

28 升 方遺 跡 (第 25図 )

o位  置

早月川の上流 も【確の右岸.河岸段丘上にある。早月川を見下す段 F饉直上にあり,河床

との比高は約 25K2。 地目は水田。

。 調 査略 史

1966年 春・段丘崖の一部が崩壊した。そ して,土器や石器が多数散乱しているのを発

見 した地元の中学生の通報により,遺跡の存在があきらかになった。その後 .十数度にわた

る遺物採集が行なゎれ.多翔の遺物が採集されてぃる。

O遺  物

縄文式土器一一― 前期 ,中期 (新保式・ 新崎式 ,上山田式・ 吉府式 ,串田新式 )

石   器一―一打製石斧 ,磨製石斧 ,石鍾 .砥石 (石皿)]凹石 .石鉄。

29 早 月 上野遺 跡 (第 24図 )

。 位   置

西側を早月川に,東側を角川に切られた幅 lK魏 以上の.平坦な洪積台地の上に位置する。

上野部落の東側 ,小 さな社の裏手ぅ東側一帯が遺跡である。地 目は水田であり,遺跡の範囲

はあまりは っきりしないが,108確 X100舵 りとはあるものと思われる。

。 調 査 略史

本遺跡の発見はかなり古 (.下新川郡良/R■巻 (1909)に よると明治る 5年 (1902)
-12-



に道路を作 った際に石器が発見されたのがその最初ら しい。それ以来・ 多くの研究者 ,好事

家が訪れ .遺物を採集 している。 196,年 に遺跡の範囲確認の為。一部試堀が行肱われた。

O遺  物

縄文式土器 一一―中期 (新崎式・上山田式・ 古府式・ 串田新式 )後期 (気屋式 B酒見式・

は りこぶ文 )晩期 (勝木原式・御経場式 ?)参感器。

石   器一一一打製石斧〕磨製石斧 ,砥石 (石皿 )凹石,石鐘 .石鏃 .石錐.石棒,石

刀・石剣・ 税

∞  吉 野遺 跡 (第 25図 )

o位  置

早月上野遺跡と同じ段 降卜にのる。上中島小学校の東方。早月上野遊跡の北700■ の地

点にある。地目は水日 となっておりと遺跡の範囲は明確でな 謗ヽミ,38れ X50れ程度はあ

るものと思われる。

O調 査 略 史

この付近一帯は 1970～ 72年にか猟 Dほ揚整備事業が行なわれた。その為に地下に

眠る遺物が地表 にあらわれることとなった。 1975年 ,散乱している土器力壌現 されて,

逮跡であることが確認 された。

O遺  物

縄文式土器

31 山下遺 跡 (第 26図 )

。 位   置

早月上野遺跡 と同じ台地上・ 東側の角川を望む段丘崖線上に位置す る。小さな看献台地の

基部一端が遺跡である。角川の河床 とOIL高は 10猛 。地目は水田で D遺跡の範囲は 10記

X10π程である。

o 調査 略 史

1971年 に分布調査 によって発見 された。

O遺  物

縄文式土器。

石   器一―一一打製石斧。
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大 村 正 之 黒沢石器時代遼物包含地
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藤 田 富 士 夫 魚津市本江縄文遼跡につ てヽ 連 絡 紙 15 昭 42

早 川 荘  作 「 越中史前文化」 中 田 書 店 昭 11

「越中石器時代民族遺膜遺物」 中 田 書 店 チこ1 5

「富山県の石器と土器」 清 明 堂 書 店 昭 37

吉 沢 庄 作 魚津握没林
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記念物調査会報告
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森   秀  雄 「大者の富山県」 清 明 堂 書 店 昭 27
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